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「認知症の人が見ている世界」に寄り添い、誰もが自分らしく、
安心して暮らせるようにしていきたいですね。

私たちは「記憶の苦手」＝「認知症」と考えがちですが
認知症は短期記憶の障害だけではありません。「ご本人」と
「介護者」の「世界観の違い」を３つのパターンから比べてみましょう。
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認知症医療とケアに多大な功績を残した、精神科医の長谷川和夫さんが
昨年亡くなりました。認知症に関する国の政策がまだなかった
１９６０年代後半から研究と臨床に携わり、「長谷川式認知症スケール
（HDS-R)」を作成したことでも知られています。２０１７年には自らが
認知症になったことを公表していました。そんな長谷川さんが日本人に
伝えたかったことを詰め込んだ、こちらの本を今回ご紹介します。

これまで何千人もの患者を診
てきた長谷川さんは、認知症
になって何を思いどう感じて
いたのか。自身の半生や生き
方、認知症の歴史に触れなが
ら、日本人に伝えたい「遺
言」を語る。『読売新聞』連

載を加筆し書籍化。
【「TRC MARC」商品解説】

心は生きている・・・
大切にしたい言葉。


